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愛知県警察本部での新しい交通管制システム

愛知県警察本部に納入した50型48面のマルチスクリーンディスプレイは,円滑な交通流の誘導･分散に活躍している｡

大型の高精細ディスプレイが,会議･教育研修･プレ

ゼンテーション,監視･制御,広報･宣伝やエンタテイ

ンメントに至ろまで,広い分野にわたって利用されるよ

うになって久しい｡近年では,映像ソースとしてのパソ

コンやエンジニアリングワークステーションのハードウ

ェア,ソフトウェア両面での発展に伴って,ますますそ

の利用分野が広がっている｡

大型高精細ディスプレイは現在もCRT投写方式が主

流であり,日立製作所は,明るさや解像度などの性能の

改善,表示の際の使いやすさの改良,形状のコンパクト

化,多段積みにしたマルチスクリーンの構造開発,その

表示制御方法の新開発など,ユーザーがより利用しやす

くなるための多くの技術開発に取り≠阻んできている｡

これらの技術を取り入れた大型の高精細ディスプレイ

は,特に監視･制御分野で表示内容が固定した,LED

(LightEmittingDiode)のモザイクで構成する従来の表

示盤に代わるマルチユースの可変表示装置として注目を

集めている｡

一口立製作所映像情報メディア事業部
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l.はじめに

大型高精細ディスプレイは,当初70型や110型のスクリ

ーンサイズを持った単一画面のものが,企業内の会議室

などで利用され始めた｡そして最近のマルチメディア社

会での情報のビジュアル化のニーズの高まりの中で,公

共機関の監視･制御分野や広報･宣伝分野,あるいはエ

ンタテインメントの世界にまで広範に使われるようにな

った｡この利用拡大には,CRT投写方式による高精細デ

ィスプレイの機能･性能の向__Ll),2)が大きく寄与してい

る｡特に大型化のニーズに対しては,スクリーンを縦横

に何列何段にも積み重ねたマルチスクリーン方式が提供

されるに至り,その利用は監視･制御の分野で格段に広

がったと思われる｡

これら一連の技術や利用の実態については,これまで

にも広く紹介七た3ト9)｡

ここではさらに,大型高精細ディスプレイに対するニ

ーズと,新しい技術について述べる｡

2.大型高精細ディスプレイに対するニーズ

2.t 監視･制御分野でのニーズ

近年,急速にその利用が拡大されてきたのは,監視･

制御分野である｡コンピュータ,エンジニアリングワー

クステーションの発展に伴い,画面表示の画素数も1M

ピクセルから2Mピクセルへ,またさらに高解像度へと

変化してきた｡当然,大型ディスプレイにも相応の超高

解像度の表示能力が必要となる｡これを実現するために

スーパープロジェクタを開発した｡

また,大型化のこ-ズに対してはマルチスクリーンで

対応できるが,これまでは映像元としてのコンピュータ

を画面の数プごけ用意しなければならず,映像を表示する

うえで必ずしも使いやすいものではなかった｡これに対

応する新しい技術｢マルチグラフィックシステム+も開

発した｡

2.2 会議･研修･教育分野でのニーズ

この分野では,従来,高解像度化,高輝度化などのニ

ーズに対して飛躍的に改良が加えられてきた｡コンパク

ト化(特にディスプレイ本体の奥行きの博さ),低価格化,

操作･調整の容易性は今もって強く求められている｡

また,CRT投写管は磁場の変化甲影響を受けやすいた

めに,移動して使用したり,移軌体の中に設置するには

不向きであったが,現在では投写管の磁気シールドや,

地磁気を補正するオートセットアップ技術などにより,
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注二略語説明

巨WS(Enginee｢in〔;Wo｢kstation)

PC-98(日本電気株式会社製のパソコン)

SGl(Silicon Graphic社製ワークステーション)

3050RX(日立のワークステーション)

SUNTurboGX(SunMicrosystems社製のワークステーション)

JRC(日本無線株式会社製の4Mピクセルグラフィックプロセッサ)

M巨THEUS(Metheus社製の4Mピクセルグラフィックプロセッサ)

図1 コンピュータ表示画面の高精細化推移

画面の精細度は年々上がっている｡機種によっては4Mピクセル

の表示機能を持つものもある｡

この間題は解決されている｡さらに,もう一つの難点で

あった投写管の焼きつき削)も,複数の焼きつき防l卜策を

組み合わせることにより,大幅に改善できるようになっ

た｡次章では,これらのニーズに対応できる新しいスケー

ラブル方式の大型高精細ディスプレイについて紹介する｡

3.大型高精細ディスプレイの新しい技術

3.1監視･制御分野用スーパープロジェクタ

監視･制御分野で使われるコンピュータ表ホ内面の高

精細化推移に対応するため,2Mピクセル表示のディス

プレイの開発が急務となった｡コンピュータ表示画面の

高精細化推移を図1に示す｡

この開発にあたっては解像度の向上に主眼を置き,

図2に示す斜線の部分を重点開発した｡その結果,以‾F

に示す開発を完Jし,解像度1,60()×1,280ドット,コン

トラスト比180:1の性能を達成した｡

(1)非球面ハイブリッドレンズの開発

非球面プラスチックレンズを採糊して周辺部収差を,

※1)投写管の焼きつき:長時間変化のない静止画面を表示

し続けると,CRTの蛍光面にその両佃パターンが焼き

ついてしまう現象
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図2 スーパープロジェクタ"C70-11朋R”のブロック図

斜線の部分を重点開発し,スーパープロジェクタを実現した｡

レンズ保持機構への弾性リング付加によって温湿度変化

時のレンズ変形をそれぞれ改善した｡

(2)投写管･レンズ間液結部の開発

液結部の見泊二しによってコントラスト比を160:1か

ら180:1に改善し,さらに,蛍光面傾き補正機構開発に

より,周辺部フォーカスを改善した｡

(3)ファイン ピッチ スクリーンの開発

スクリーンピッチ0.72mmに対して0.52mmのファ

イン ピッチ スクリーンを開発した｡ファインピッチ化

時の問題であるスクリーンの耐環境性では,スクリーン

保持機構を新たに開発して改善した｡

(4)フォーカス回路の開発

消去コイルの新規追加によるフォーカスマグネットの

不要磁束キャンセル,さらに偏向ヨークの磁界のひずみ

に起因した電子ビームの変形をディジタル的に補正し,

高一性能かつ低消費電力を実現した｡

(5)偏向凶路の開発

誤差二乗補正回路を用いた新方式水平発振回路によ

り,水平走査周波数20k-150kHzの広帯域をオートロ

ック可能とした｡

(6)ビデオ回路の開発

カソード･第一グリッド差勤ドライブ方式を採用し

て,広帯域大振幅を実現した｡

(7)付加機能追加による使い勝手向上

ケーブル補償機能,および投写管焼きつき低減回路を

内蔵した(蛍光体焼きつきエッジの緩和)｡

3.2 会議･研修等分野用新方式プロジェクタ

(1)スケーラブルスキャン方式

会議･研修分野で,ユーザーにとってより使いやすく,

しかも低価格となることを目標にして,従来のマルチス

キャン方式プロジェクタとは異なる新方式のスケーラブ

ルプロジェクタを開発した｡

新方式のプロジェクタのブロック図を図3に示す｡こ

のプロジェクタは,入力部に基幹技術として開発した

DIPを内蔵したものである｡DIPは,このスケーラブル

方式プロジェクタ以外にも,超高精細液晶プロジェクタ,

屋外ビジョン,フルカラーLEDディスプレイなどにも展

開できる新技術である｡

スケーラブルスキャン方式のこのプロジェクタでは,

走査周波数の異なる入力信号はすべてDIPで一つの水平

周波数に変換して表示する｡垂迫二周波数はライン補間に

よる画質劣化を発生させないために,入力表示ライン数

に従って‾吋変する方式とした｡この技術により,プロジ

ェクタ部の水平偏向回路をシングルスキヤンにでき,大

幅な回路の合理化を図ることできた｡

(2)DIPによる新機能

DIPを内蔵したこのディスプレイの開発で,表1に示

水平周波数を一定に国定

入力信号
RGB HV

新規開発

DIP

ビデオ回路

水平偏向回路

垂直偏向回路

コンパーゼンス回路

基幹技術

DIPの展開

高品位ディジタル画像処理LSl

広帯域PJL回路(テレビからEWSまで)

スケーラブルプロジ工クタ

超高精細液晶プロジ工クタ

屋外ビジョン

フルカラーL∈D

注:略語説明

H(Horizon1日lSynchronizingS唱nal).∨(VerticalSynchronizmgS唱nal)

DIP(Djg舶IlmageProcessor).PしL(Phase-LockedLoop)

図3 新方式スケーラブルプロジェクタl`c70-1161R''

このプロジェクタ用に開発したDIPはほかの方式のディスプレイ

にも応用できる｡
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すような機能向上を図ることができた｡

3.3 マルチグラフィックスシステム

従来,グラフィックパネルなどの同定表示盤で行われ

てきた監視･制御の分野では,表示内容を自由に変えら

れる大画面(マルチスクリーンで構成)を使った可変表示

盤が主流になってきた｡しかし,マルチスクリーンを使

った表示システムでは,各画面に対応した多数のコンピ

ュータが必要で,画面間の表示同期信号のばらつきによ

るちらつきの発生や,複数画面にまたがるソフトウェア

作りの難しさなどの問題があった｡

MGS(Multi-Graphics System)は,これらの問題を

解決し,1台の表示PC(PersonalComputer)で複数スク

リーン(最大6面)に監視･制御データをリアルタイムに

表示することができ,マルチスクリーンに適した画面の

絵作りを含めたトータル表示システムを提供するもので

ある｡

3.3.1MGSの応用分野

MGSが応用されるのは,大規模でシームレスなマル

チスクリーンを使った監視･制御が必要な分野であり,

4.1節に後述するように,その応用分野は非常に多岐にわ

たる｡

3.3.2 MGSの特徴

MGSは,大規模なシームレスマルチスクリーンで監

表1 DIPによる新機能

従来機種と比重交して種々のメリットがある｡

視･制御画面を表示するために,次の特徴を持つ｡

(1)最新のMGS描画プロセッサにより,1台のPCで最

大6†郎まで高速表示が可能である｡一つの表示ボードに

2出力分の表示ハードウェアを実装し,1台のPCに最大

3枚の表示ボードが搭載できる構成である｡これにより,

マルチスクリーンに表示するためのPCの数を最大÷に

削減することができる｡

(2)マルチスクリーンを一つの論理座標系(論理空間)と

して表示ソフトウェアを作成することができるため,作

成効率を2,3倍にアップすることができる｡

従来,各画面ごとのコンピュータ(PCまたはワークス

テーション)で,スクリーンの伸縮による画面間のつなぎ

目を目立たなくするために,画面間で表示領域をオーバ

ラップさせて表示ソフトウェアを作成しなければならな

かった｡また,複数の表示用コンピュータを管理する管

理用コンピュータが必要で,そのためのソフトウェア開

発も必要であった｡また,監視･制御の表示では,しば

しばブリンク表示が用いられる｡このために複数の表示

コンピュータ間で同期を取る必要があり,そのためのソ

フトウェア開発も必要であった｡しかし,複数の表示コ

ンピュータを使用する場合は,それでも完全には同期を

取ることができない｡MGSでは,表示領域のオーバラッ

プはドライバソフトウェアで対応し,1台のPCで処理す

項 目 新方式機種 従来機種 機能説明

ス キ ャ ン 方 式
DIP内蔵

スケーラブルスキャン
マルチスキャン

ディジタル

コンパーゼンス調整
(調整時間)

lモード
入力信号ごと

水平周波数を切り換えたときのコンパーセンスずれは,水平周波数が切り換わ

ることによる水平偏向電流,コンパーゼンス補正信号および補正出力の周波数

特性ひずみが原因である｡したがって,水平周波数を一つの周波数に固定した

スケーラブルスキャン方式のこのデスプレイでは,ディジタルコンパーゼンス

(従来比約÷) 調整のlモード化を可能にした｡

一つのコンパーゼンスデータを使って,調整モードごとにサイズとライン数に
応じてフォーマット展開する｡この技術により,据付け調整対象を平均4モー

ドとすると調整時間は約‡になる｡

焼 き つ き 低 減 ･ドットローテーション な し

焼きつき低減機能として,従来のドットローテーション以外にリバース表示磯

能を実現した｡画像をディジタル処理しているため,これまでコンピュータ側

･リバlス表示 の表示ソフトウェア変更でしか対応できなかったリバース表示機能をデイス
プレイに内蔵させた｡

書画プレゼンテーション 画像フリーズ機能 な し
画像フリーズ機能により,書画カメラ装置の原稿差し替え時にスマートなプレ

ゼンテーションがサポートできる｡

フ リ ッ カ
フリッカフリー

あ り
出力水平周波数を90kHzと高速にすることにより,垂直リフレッシュ周波数が

(ハイリフレッシュ変換) 高くでき,フリッカのない表示を可能にした｡
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るために,ブリンクの同期,表示コンピュータ間の管理

が不要となり,ソフトウェア開発効率を大幅に向上させ

ることができる｡

(3)表示ボードは,表示画面間でちらつきを少なくする

ために,外部同期入力によるゲンロック機能を持つ｡ま

た解像度･表示色は,監視･制御に必要十分な,1面当

たり1,280×1,024ドット,1,670方色中の256色である｡

(4)プラットホームPCは高性能･低価格な世界標準の

PC/AT互換機,OS(OperatingSystem)は信頼性が高く

本格的なマルチタスクOSであるWindowsNT削),LAN

は現在最もよく使われている標準のイーサネット謀3)で

ある｡アプリケーションソフトウェアは,WindowsNT

のGDI(GraphicDeviceInterface)を使って作成する｡

3.3.3 MGSの構成

MGSの構成を図4に示す｡画面が6面を超える場合で

は,複数のMGSを管理する管理PCと,表示を担当する

MGSをLAN接続することによって構成する｡

3.3.4 MGSの仕様

MGSの主要項目の仕様を表2に示す｡表示ドライバ

は,画面構成2から6面までの可能な構成すべてに対応

している｡

MGS

ホストコンピュータ

LAN
コマンド

表示データ

由

PC

画像イメ‾三次

6面マルチスクリーン

表示ボード

(1宗野)

図4 MGSの構成

MGSでは,ホストコンピュータからのコマンドをLAN経由で受け

取る｡受け取ったコマンドを解析し,該当する自分のファイル内の

表示データを表示ボードヘ送ることにより,Ⅰ台のPC当たり最大

6面のマルチスクリーンヘリアルタイムの表示を行うことができる｡

※2)WindowsNTは,米国MicrosoftCorp.の商標である｡

※3)イーサネットは,富士ゼロックス株式会社の商品名称

である｡

表2 MGSの仕様

l台のPCで,最大6面までマルチスクリーン間のちらつきなし

で表示できる｡

項 目 仕 様

プラットホーム

P C

ハードウェア
PC/AT互換機,
PClスロット×3

L A N イーサネット,TCP/lP

O S WindowsNT3.引

表示ボード

映 像 出 力
ボード当たり2出力,PC当たり

3ボード

解像度･表示色
l′280×し024ドット,

l′670万色中の256色

外書β同期入力 あり

表示ドライバ

G D l MicrosoftWindowsNTのGDl

画 面 構 成

lXZ,2×l,【×3,lX4,2×2,

3×I,4×l,lx5,lX6,2×3,

3×乙 5×l,6×l

オーバラップ
水平･垂直方向に4ドット単位

に設定可能

注:略語説明

PCl(Peripher∂lComponentlnterconnect)

TCP/lP(Transmission ControIProtocolハnternetProtocoり

4.大型高精細ディスプレイの利用分野と

システム事例

4.1監視･制御分野

監視･制御分野で大型高精細ディスプレイが利用され

ているこれまでのシステムの代表例を次に示す｡

(1)都道府県警察での通信指令,交通管制

(2)道路公団での道路･施設の監視･制御

(3)通信事業各社での通信網監視

(4)鉄道会社での運行管理,運輸指令

(5)航空関連部門,航空会社での航空管制,運行管理

(6)国･自治体での河川情報監視,環境監視

(7)防災･消防機関での常時監視,緊急指令

(8)電力会社での発電プラント監視,配電･給電の監視,

電力情報通信網監視,情報ネットワーク総合監視

(9)ガス会社での供給プラント監視

(川 上下水道でのプラント監視

(11)ごみ焼却場でのプラント監視

(1カ ビル管理会社によるビル設備総合監視

以上のように,特に公的機関では,われわれの生活に

かかわるほとんどすべての分野で,大型高精細ディスプ

レイが利用されるようになってきたと言っても過言では

ない｡

最近のシステム導入例を図5,6に示す｡
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図5 中部電力株式会社の電力情報通信網監視システム

58型10面マルチディスプレイでZ4時間の監視が行われる｡

適秦野㌍

図6 日本道路公団中国支社施設管理局の集中監視制御シス
テム

70型4面マルチディスプレイで全路線図が表示される｡

4.2 会議･教育･プレゼンテーション分野

この分野でも一般企業の会議システムヘの利用が広が

っているが,特に近年,大学や教育機関での導入が盛ん

になってきた｡大教室での100から200型クラスの大画面

が学内情報ネットワークや衛星通信設備と接続され,遠

隔講義にも利用されている｡
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